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はじめに
日本の初等・中等教育課程は，教科，道徳(高校を除く)，特別活動および総合的学習の時
間で構成されているが，このうち特別活動については，その内容は学級(ホームルーム)活
動，児童(生徒)会活動，クラブ活動(小学校のみ)および学校行事の各分野に分かれてい
る。特別活動に近い名称、と今日的内容がほぼ整ったのは 1958年告示の学習指導要領からであ
る1)。国語や理科といった各教科がその背後に母胎となる学問分野を有し，学理の支えを得て
教育実践を展開させてきたのに対し，特別活動は親学問を有することなく，官民の研究団体に
よる実践研究を中心に研績が進められてきた。 1991年になってようやく日本特別活動学会が
成立し，実践を裏付ける理論研究の深化・拡充が期待されている状況にある。本稿は特別活動
指導上の基本点に理論的考察を試み，その指導原理の構築の一端に資することを目指すもので
ある。
(1)特別活動の指導目標
学習指導要領に示された特別活動の指導目標は，小学校児童の発達段階への配慮を除くと，
各校種ともほぼ同ーの趣旨で貫かれている。今中学校における指導目標を例示すると， I望ま
しい集団活動を通して 心身の調和の取れた発達と個性の慎重を図り，集団や社会の一員とし
てよりよい生活を築こうとする自主的 実践的な態度を育てるとともに，人間としての生き方
についての自覚を深め 自己を生かす能力を養う。jと規定されている。
望ましい集団形成や 集団の一員としての自覚を培うものの，その究極的な指導目標が自立
した個人の育成にあると明示されている。教育基本法第 1条に掲げられたわが国の教育目標
自体が「人格の完成」であってみれば，この目標規定は当然のことといえよう。個と集団の関
係に深い関心を示してきた上田薫は，学校教育における集団は個を育成する手段であると断言
している2)。こうした個人育成原理は，自明の理ながらも，特別活動指導の原点として改めて
確認しておく必要がある。それはわが国の学校に 「あの学級はよくまとまっているjといっ
たように，集団の結集度の大きさによって指導の成果を評価する風潮がしばしば見受けられる
からである。教師の目に映ったまとまりある集団でも 個々の子どもにとって住みにくい場で
あるならば，それは指導目標から逸脱した集団形成といわねばならない。指導の原点として個
人育成の原理を再確認しておくことの理由がここにある。
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(2)個と集団の基本的関係
一人一人の子どもにとって住み心地のよい集団とは，どのような集団であろうか。原田彰が
提起する個と集団の関係モデルを援用しながら考えてみたい3)。
。 。
(a)埋没型 (b)協調型 (c)遊離型
函 1 個と集団の関係
(a)型集団では個が集団に同化・埋没した状態にあり，個性は多分に抑圧される。
Eコ:集団
0:個人
(b)型集団では個が独自性を保持しつつも，他と共通する行動をとっている口ここでは個性と
連帯性が両立している。
(c)型集団では個が集団から遊離し 他者との交わりを持つことができていない。不登校や自
己中心的に振舞うために集団に入れない子どもの事例が該当する。
指導に際しては， (b)型集団の形成が目指されるべきことはいうまでもないが，問題は
(a)型にある。人並みを好む日本人成人社会の性向は学校集団にも及び，他と同一に振舞う
ことがしばしば期待され 全員一致が時に快挙と映り，学級などの集団のまとまりが高い評価
を受けることが多い。しかし個が自己の個性を抑圧して周囲に合わせた結果のまとまり，すな
わち (a)型におけるまとまりであれば，問題は残る。帰国子女が独自の個性や体験を隠さね
ばならなくなったり，何らかの点で目立つ子どもがいじめの対象となったりするような集団の
下で，児童生徒が自己発達を遂げることは容易でない。教師は集団形成において (b)型集団
への認識を欠くことはできない。
わけでもわが国では，班と呼ばれる小集団を教育の各場面で重用する学校が非常に多い。班
は構成員の相互の目が行き届くだけに，これが (a)型化すると，個に働く集団圧力が極めて
強い集団と化しやすい。日本からオーストラリアへ国籍を移し海外人の目で日本の教育を見直
す機会を得た杉本良夫は，日本の学校の班が著しく閉鎖的であり，グループと呼ばれるよりも
軍隊の分隊であるスクワッドに近いと指摘している4)。かつて「一人はみんなのために，みん
なは一人のためにjという学級づくり目標の流布した時期があったが，標語自体の格調の高さ
とは裏腹に「一人とみんなJ，I個と集団Jを無媒介に，無自覚的に直結させる指導が，結果と
して個性抑圧による集団への合わせ教育に陥りやすいことも記憶されてよいであろう。
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(3)集団の性格と個の処遇
個と集団のあり方を集団の性格に視点を置いて
分析してみたい。個が集団と交わるとき，図 2
のように， A:他者と共通し，共有される部分，
社会性とか普遍性とかのことばで表現される部分
社会性と個性図2
と， B:他者と共有されない独自な部分，個性と
か特殊性とかのことばで表現される部分とが生じ
聞かれた集団C 
る。 A，B両者は，その属する集団の性格によっ
て全く異なる処遇や機能をもつに至る。 A 
???????
連帯・協調
(つながり)
異質への寛容
(認め合い)B すなわち図 3に見られるように，個が他者と
共通・共有する側面 Aは 聞かれた集団 Cにお
?????
同化・融合
(合わせ)
異端視・排斥
(いじめ)
として
機能するが，閉ざされた集団 D下では集団への
同化や融合を迫られて 個性の抑圧による周囲へ
の「合わせ」に転化する。また個が他者と共通し
いては連帯や協調を生み出す「つながり」
閉ざされた集団
聞かれた集団と閉ざされた集団
として機能するが，閉ざされた集団下では，個性や独自性は異端視
されたり「いじめjの対象として排斥されたりする口集団の性格によって子どもの行動や処遇
D 
図3ない独自性の側面 Bは，聞かれた集団において
は，個性に対する評価や異質への寛容な態度によ
る成員相互の「認め合い」
に著しい差異が生じるのである。
わが国の学校が学級などの集団のまとまりを指導の成果として高く評価する伝統のあること
は先述したが，多分に閉ざされた性格の集団形成が，それとは意識されないまま長年にわたっ
て展開されてきた口高度経済成長期に入って海外で活躍する邦人の数が増加し，海外の教育を
体験したその子女たちが帰国するに及んで，個性抑圧による合わせを強いられる日本の学校で
不適応現象が続出したため，改めてこの国の学校集団のもつ閉鎖性が認識されはじめた経緯が
ある。帰国子女教育研究の草創期に問題提起をした小林哲也は，本来どの学校においても行わ
れるべき個性尊重の教育が十分に行われていない事実を，本国の子どもに代わって帰国子女が
しかし現実の教育界では，個性の尊重と異質性への寛容や
多価値との共存が説かれ始めた 70年代からいじめ問題がますます深刻化するという皮肉な現
象が展開することとなった。
告発しているのだと述べている5)。
(4)個と集団の発展的関係
どのような関係が展開されるだろうか次の個と集団を時系列に沿った発展でとらえた場合，
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(7)学校内外諸集団体験の再確認
学校内外には種々の規模と性格を有する集団があり，校種を通じて共通に見られる集団を規
模の順に並べ替えてみると，図 5のとおりである。学校自体は教師など少数の成人を除く
と，年齢層の限られた児童・生徒だけで構成される極めて特殊な集団であるといわれている
が，それでもさまざまな規模と性格をもった集団が存在し，特別活動はそのほとんどの集団と
関わる。
最小の集団は 2人集団で 二人着席や二人相談の場面に見られ小グループ(班)ととも
に集団活動の基本訓練の場として全領域を通じてしばしば採用されている。集団が大規模化す
るにつれて，問題解決のための時間と手続きが長大且つ複雑化する。学級集団は目的達成の上
で，適度の規模と困難性をもっ中規模集団であり，子どもの社会化訓練に適した基礎集団とな
っている。児童・生徒会のような大規模集団は，問題解決に大きな集団力を必要とする課題が
山積する 21世紀の社会を生きることとなる子どもにとって必須の集団体験を提供する上で，
多大な意味を有しているとともに，クラブと並んで異年齢の児童・生徒と接触できる集団でで
もある。また近年頻繁に見られるようになった地域集団との交流は，子どもが学校教育の延長
上で，成人杜会と出会う貴重な機会を作り出している。
教育課程の大部分が学級単位で展開され，学級集団は子どもがそこで過ごす時間の最も多い
学習と生活の場であることは今日も変わるところがない。学習指導要領解説も学級集団の重要
な位置を認めて， I学校における生徒の生活の単位組織JI学校での基礎的な生活の場Jと解説
している9)。学級集団のもつ重要性に十分に留意しながらも なお学級以外の諸集団のもつ意
義を再確認すべきであろう。いつ，誰と組み合わせになっても，集団に適応し，さらに集団自
体をっくり変えていく力を具えた市民的資質を培う上で，子どもが学校内外の各種の集団生活
を体験する意味は少なくないのである。
規模 大
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図5 学校内外の諸集団
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と め
特別活動の指導目標は望ましい集団を通じて自主的，実践的な児童生徒を育成するところに
ある。望ましい集団活動は 個性抑圧による同化を求める集団ではなく，個が独自性を保持し
つつ他と協調できるような開かれた集団において展開される。そこではどの成員にもリーダー
シップをとる機会があり 集団内の情報網も広く成員問に聞かれている。
児童生徒の入学当初から望ましい集団が校内に用意されているわけではない。一人一人の子
どもは出会い，参加し，係り活動や規則の道守など日常的活動を通して集団に適応し，さらに
は創造的計画や自身の所属する集団自体を好ましい方向に組みかえていくまでに成長すること
が期待されている。自主的な個人の成長と望ましい集団の形成とは相互発達関係にあり，個と
集団に関する十分な関係把握の下に特別活動は指導されねばならない。
学校内外には様々な規模と性格の集団があり，子どもは各種の集団体験を重ねて，いつ，誰
と組み合わせになっても集団において参加，適応，変革ができる能力を体得していくことが望
まれる。それは 21世紀に生きる市民の資質でもある。
注
1 )高等学校学習指導要領の告示は 1960年。なおこの改定では「特別教育活動」の名称が与えら
れ，学校行事は教育課程のー領域として独立していた O 全校種を通じて「特別活動」の名称で統
一されたのは 1977年告示以降である。
2 )上田 薫「個を育てる力j上田 薫著作集5pp 79 繋明書房 1992 
3 )原田 彰「特別活動論」片岡徳雄編 pp27 福村出版 1990 
4 )杉森良夫「日本人をやめる方法Jpp 26 ほんの木 1990 
5 )小林哲也「海外子女教育・帰国子女教育Jpp 213 有斐閣 1980 
6 )門脇厚司「学校の社会力Jpp 16 朝日新聞社 2002 
7)三隅二不二「グループ・ダイナミックスJp 77 共立出版 1976 
8 )同 pp137 Krech， D.， Cruchfield， R.S. & Ballachey， E.L. 
9 )文部省「中学校学習指導要領解説Jp 25~27 ぎょうせい 1999 
73 
